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墓地管理費のご納付をお願いします。墓参りの折、郵便振込みでも結構です。
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国
民
総
幸
福
量
（
Ｇ
Ｎ
Ｎ
）
と
い
う
考

え
方
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
昨
年

の
晩
秋
、
国
賓
と
し
て
来
日
さ
れ
た
ブ
ー

タ
ン
の
ジ
グ
メ
・
ケ
サ
ル
・
ナ
ム
ゲ
ル
・

ワ
ン
チ
ュ
ク
国
王
（
３
１
）
と
十
月
に

結
婚
し
た
ヅ
ェ
ツ
ン
・
ペ
マ
王
妃
（
２

１
）
は
、
大
国
の
首
脳
が
敬
遠
す
る
な

か
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
い
ち

早
く
訪
れ
て
鎮
魂
の
祈
り
を
さ
さ
げ
、

各
地
の
人
々
と
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

「
国
家
の
精
神
的
な
遺
産
」
と
し
て

仏
教
を
保
護
さ
れ
て
い
る
だ
け
あ
り
、

僧
侶
を
同
行
さ
れ
、
被
災
地
の
為
に
祈

ら
れ
て
い
た
姿
は
と
て
も
あ
り
が
た
い

も
の
で
し
た
。

仏
教
が
息
づ
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
奥
地
、

九
州
ほ
ど
の
面
積
、
人
口
約
七
十
万
人

と
小
さ
な
国
で
す
が
、
「
国
民
の
心
の

豊
か
さ
、
幸
せ
を
求
め
る
」
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
方
針
を
打
ち
出
し
「
国
民
総

幸
福
量
（
Ｇ
Ｎ
Ｎ
）
」
と
い
う
考
え
方

に
基
づ
い
て
国
の
政
治
を
進
め
て
い
ま

す
。そ

れ
は
四
十
年
前
、
先
代
ジ
グ
メ
・

シ
ン
ゲ
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
国
王
が
提
唱
さ

れ
た
経
済
成
長
ば
か
り
を
重
視
す
る
姿

勢
を
見
直
し
、
伝
統
的
な
社
会
・
文
化

や
民
意
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
「
国
民
の

幸
福
」
の
実
現
を
め
ざ
す
考
え
方
で
す
。

さ
て
、
幸
福
と
は
欲
望
を
充
足
さ
せ
る

こ
と
だ
と
、
世
間
で
は
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
収
一
千
万
円
が
ほ
し
い
と
い
う
欲
望
が

あ
っ
て
、
五
百
万
円
の
年
収
だ
と
五
割
の

幸
福
、
八
百
万
円
だ
と
八
割
、
一
千
万
円

だ
と
十
割
の
幸
福
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

い
や
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

の
欲
望
は
い
つ
も
無
限
に
ふ
く
れ
あ
が
る

も
の
で
す
。

最
初
、
一
千
万
円
の
欲
望
を
持
っ
て
い

た
人
が
、
い
つ
の
ま
に
か
二
千
万
円
ほ
し

い
と
思
う
。
二
千
万
円
が
三
千
万
円
に
、

そ
れ
が
人
間
の
常
な
の
で
す
。
い
く
ら
欲

望
を
充
足
さ
せ
て
も
幸
福
は
得
ら
れ
な
い

の
で
す
。

仏
教
で
は
、
欲
望
を
少
な
く
し
、
足
る

を
知
る
心
を
持
て
、
そ
う
す
れ
ば
幸
福
に

な
れ
る
と
教
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
「
少

欲
知
足
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ガ
ツ
ガ
ツ

と
貪
る
の
は
、
餓
鬼
や
畜
生
の
す
る
こ
と

で
、
人
間
は
人
間
ら
し
く
適
当
な
と
こ
ろ

で
満
足
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ブ
ー
タ
ン
の
国
政
調
査
で
は
、
国
民
の

４
５
．
１
％
が
「
と
て
も
幸
福
」
、

５
１
．
６
％
が
「
幸
福
」
と
、
回
答
し
て

い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

日
本
人
は
、
金
持
ち
は
幸
福
で
、
貧
乏

は
不
幸
だ
と
考
え
る
人
が
多
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。
そ
し
て
、
な
ん
と
か
し
て
金
持

ち
に
な
ろ
う
と
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
国
に

は
抜
か
れ
ま
し
た
が
世
界
３
位
の
経
済
大

国
に
な
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
昔
と
比
べ
た
ら
、
多
く
の
日

本
人
が
少
し
は
お
金
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

ブ
ー
タ
ン
の
よ
う
に
国
民
の
９
割
以
上
が

「
幸
福
」
と
答
え
る
で
し
ょ
う
か
。

「
立
っ
て
半
畳
、
寝
て
一
畳
、
天
下
取
っ

て
も
二
合
半
」
と
い
う
警
句
を
引
き
出
す

ま
で
も
な
く
、
必
要
最
小
限
が
得
ら
れ
れ

ば
満
足
す
べ
き
な
の
で
す
。

当
院
は
、
阪
神
な
ん
ば
線
で
、
な
ん
ば
か
ら
７
分
で
す
。

（１）

ブータン王国 ワンチュク国王夫妻
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波
濤
の
夢

江
戸
行
化
を
請
わ
れ
た
隠
元
は
強
く

固
辞
し
た
が
、
青
木
甲
斐
守
重
兼
や
龍

溪
に
再
三
応
請
を
勧
め
ら
れ
、
つ
い
に

応
諾
し
た
。
同
年
九
月
六
日
、
幕
府
か

ら
道
中
の
人
夫
や
馬
が
与
え
ら
れ
、
隠

元
一
行
が
出
発
し
た
。
龍
溪
と
禿
翁
が

随
行
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
件
は
共
に
隠
元
招
請

に
力
を
尽
く
し
た
竺
印
と
の
確
執
を
う

み
、
竺
印
は
龍
溪
ら
と
袂
を
分
か
つ
こ

と
と
な
る
。

『
黄
檗
外
記
』
（
無
着
道
忠
著
）
に

よ
る
と
そ
の
年
は
道
忠
が
竺
印
か
ら

『
祖
忠
』
の
法
名
を
授
か
る
年
で
あ
る

が
、
隠
元
の
江
戸
行
化
を
聞
い
た
竺
印

は
龍
溪
た
ち
に
、
「
古
ノ
名
僧
ハ
国
王

大
臣
ヨ
リ
召
サ
ル
ト
モ
出
デ
ザ
ル
ナ
リ
。

然
ル
ニ
先
方
ヨ
リ
相
見
シ
タ
シ
ト
モ
ナ

キ
ニ
、
ヒ
ゲ
唐
人
御
目
ニ
カ
ケ
度
ト
イ

ウ
ガ
如
キ
仕
形
、
甚
ダ
宜
シ
カ
ラ
ズ
、

隠
元
ノ
徳
ヲ
損
ス
ベ
シ
」
と
反
対
し
た

が
、
龍
溪
ら
の
聞
き
入
れ
る
と
こ
ろ
と

な
ら
ず
、
止
む
な
く
隠
元
ら
の
一
行
に

先
ん
じ
て
下
向
し
、
老
中
酒
井
讃
岐
守

忠
勝
に
対
し
て
、
竺
印
が
「
隠
元
ハ
拙

僧
ヨ
リ
先
輩
ノ
龍
溪
ガ
取
リ
持
ツ
ニ
依

リ
、
今
後
拙
僧
ハ
隠
元
ニ
ツ
イ
テ
ハ
一

切
カ
マ
イ
申
サ
ズ
」
と
述
べ
た
。
忠
勝

の
「
ヤ
ガ
テ
隠
元
参
府
ア
リ
、
ソ
レ
マ

当
院
は
、
阪
神
な
ん
ば
線
で
、
な
ん
ば
か
ら
７
分
で
す
。

（
龍
渓
禅
師
一
代
記
）
そ
の
九

デ
待
テ
其
後
ハ
ト
モ
カ
ク
モ
」
と
の
引

き
止
め
に
も
が
ん
と
し
て
承
知
せ
ず
帰

洛
し
た
。
そ
の
帰
路
竺
印
は
、
箱
根
の

山
で
江
戸
へ
下
向
す
る
隠
元
た
ち
の
一

行
に
出
会
っ
た
が
、
互
い
に
物
も
言
わ

ず
に
行
き
過
ぎ
た
と
い
う
。
こ
れ
以
後

竺
印
は
隠
元
の
問
題
か
ら
完
全
に
手
を

引
く
こ
と
と
な
っ
た
。

同
書
に
は
、
そ
れ
を
さ
る
八
月
十
五

日
夜
の
普
門
寺
で
の
月
見
の
夜
の
出
来

事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
時
、
隠
元
が
竺
印
に
語
っ
て
言

う
に
は
「
ワ
レ
は
龍
溪
次
第
ニ
ナ
ル
ベ

シ
ヤ
」
と
龍
溪
に
全
面
的
信
頼
を
寄
せ

一
身
を
あ
ず
け
る
と
隠
元
の
本
心
を
聞

か
さ
れ
た
竺
印
は
、
そ
こ
で
、
「
竺
印

ノ
心
ニ
ト
テ
モ
、
ヤ
ガ
テ
退
ク
ベ
ケ
レ

バ
ト
思
フ
」
と
あ
り
、
江
戸
行
化
以
前

既
に
、
隠
元
か
ら
離
れ
る
気
持
ち
を
起

こ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
竺
印
は
「
度
々
龍
溪
ト

儀
カ
ナ
ワ
ズ
」
と
い
う
こ
と
で
、
龍
溪

と
の
意
見
の
食
い
違
い
が
あ
り
、
「
隠

元
も
名
利
ノ
僧
ニ
テ
龍
溪
ノ
カ
タ
ニ
傾

ク
」
と
い
う
。
隠
元
は
龍
溪
へ
の
依
存

を
強
く
し
、
竺
印
離
れ
を
み
せ
る
。
そ

の
こ
と
が
背
景
に
あ
り
、
竺
印
は
隠
元

か
ら
手
を
引
い
た
と
、
『
黄
檗
外
記
』

に
お
い
て
東
叔
は
い
う
の
で
あ
る
。

隠
元
一
行
は
、
九
月
十
八
日
に
逗
留
先

の
妙
心
寺
末
寺
触
頭
寺
の
天
沢
寺
（
麟
祥

院
）
に
入
っ
て
江
戸
城
登
城
を
待
っ
て
い

た
が
、
十
月
二
十
九
二
日
、
幕
府
は
龍
溪

と
禿
翁
を
召
し
出
し
、
将
軍
と
の
謁
見
の

方
法
を
協
議
し
た
。

『
徳
川
実
記
』
に
は
「
明
日
唐
僧
隠
元

を
召
見
せ
ら
る
る
に
よ
っ
て
、
富
田
普
門

寺
龍
溪
を
め
し
て
そ
の
式
を
議
せ
ら
る
」

と
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
黄
檗
外

記
』
に
は
「
龍
溪
禾
上
禿
翁
座
元
両
人
隠

元
ニ
伴
ナ
ヒ
テ
江
戸
ヘ
下
向

松
平
伊
豆

殿
龍
溪
禿
翁
ヲ
召
テ
申
渡
サ
ル
点

隠
元

御
目
見
ノ
節
三
拝
ヲ
致
サ
ル
ベ
シ
ト
ア
リ
、

禿
翁
云
仏
法
ノ
法
式
ニ
テ
総
ジ
テ
国
王
大

臣
ヲ
モ
僧
ノ
拝
ス
ル

コ
ト
ゴ
ザ
ナ
ク
ソ

ロ
間
此
義
コ
ト
ワ
リ
申
上
タ
ク
ソ
ロ

伊

豆
殿
云
サ
テ
ハ
仏
法
ノ
サ
ホ
ウ
ナ
リ
ヤ

然
ラ
ハ
拝
ヲ
許
ス
ト
云
ウ

忠
（
無
着
道

忠
）
曰
、
此
義
甚
タ
不
審

御
老
中
ノ
評

定
ニ
テ
究
マ
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
伊
豆
殿
容
易

ニ
変
ズ
ベ
キ
ニ
非
ス

予
（
道
忠
）
雪
関

（
道
忠
の
法
兄
の
雪
関
宗
律
）
法
兄
ノ
説

ヲ
聞
ク
ニ

此
ノ
ト
キ
老
中
ノ
評
ニ
云

明
極
楚
俊
禅
師
（
一
二
六
二
～
一
三
三
六
）

来
朝
ニ

後
醍
醐
天
皇
ニ
三
拝
ヲ
セ
シ
ム

日
本
ノ
威
ヲ
顕
ハ
ス
ト
ナ
リ

此
度
モ

其
例
ニ
テ
隠
元
ニ
三
拝
ヲ
致
サ
ス
ベ
シ
ト

ナ
リ

時
ニ
龍
溪
禿
翁
メ
イ
ワ
ク
致
シ

イ
ロ
イ
ロ
断
ヲ
申
セ
ド
モ
叶
ワ
ズ

シ
カ

ラ
ハ
隠
元
一
拝
ヲ
仕
リ

余
ノ
二
拝
ハ
龍

溪
禿
翁
一
拝
ツ
ツ

仕
ル
ヨ
ウ
ニ
仰
付
ラ

レ
被
下
ベ
シ
ト
テ
暫
ク
ソ
レ
ニ
究
マ
ル
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

同
十
一
月
一
日
、
隠
元
は
龍
溪
・
禿
翁

同
伴
で
、
江
戸
城
西
の
丸
大
広
間
に
お

い
て
四
代
将
軍
家
綱
に
謁
見
す
る
。
時

に
家
綱
は
将
軍
就
任
七
年
目
の
十
八
歳
、

隠
元
六
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

謁
見
は

短
時
間
に
終
わ
っ
た
が
、
謁
見
の
状
況

に
つ
い
て
、
『
徳
川
実
記
』
に
よ
る
と

隠
元
は
黄
衣
を
着
し
、
左
手
に
坐
具
と

数
珠
右
手
に
払
子
を
持
ち
、
寺
社
奉
行

の
先
導
で
将
軍
家
綱
に
拝
謁
し
た
。

隠
元
が
将
軍
に
拝
謁
し
た
時
、
龍
溪

は
前
住
と
い
う
僧
階
で
あ
っ
た
た
め
隠

元
に
随
侍
し
て
将
軍
の
前
に
出
た
が
、

禿
翁
は
前
堂
の
位
で
あ
っ
た
た
め
、
拝

謁
は
許
さ
れ
ず
、
屏
風
の
陰
に
控
え
て

い
た
。
「
隠
元
公
方
（
将
軍
）
ノ
前
ニ

テ
ヘ
タ
リ
ト
坐
ス

サ
テ
立
テ

ツ
カ

ツ
カ
ト
御
前
へ
ス
ス
マ
レ
ケ
ル
ヲ

龍

溪

和
尚
廻
去
（
ホ
ジ
ャ
ン
ホ
イ
キ
）

ト
云
テ

隠
元
即
退
ク
ト
云
ヘ
リ
」
と

『
黄
檗
外
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

隠
元
一
行
が
江
戸
滞
在
中
に
は
、
老

中
酒
井
忠
勝
が
父
忠
利
の
三
十
三
回
忌

法
要
を
一
年
繰
り
上
げ
、
隠
元
を
招
請

し
て
盛
大
に
勤
め
て
い
る
。
一
行
は
十

一
月
二
十
八
日
天
沢
寺
を
出
発
し
、
帰

路
小
田
原
の
紹
太
寺
な
ど
を
訪
問
し
、

十
二
月
十
四
日
普
門
寺
に
帰
着
し
た
。

（
つ
づ
く
）

（２）

～

龍
渓
と
隠
元
禅
師
⑤
～
竺
印
と
の
決
別

紹太寺 山門



黄
檗
宗
大
本
山

萬
福
寺
開
創
３
５

０
周
年
記
念
と
し
て
『
隠
元
禅
師
と

黄
檗
文
化
の
魅
力
展
』
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
滅
多
と
な
い
機
会
で
す
の
で
、

期
間
中
に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
に
黄
檗
宗
独
特
の
梵

唄(

声
明)

に
の
せ
て
、
当
院
住
職
が

導
師
と
な
り
開
山
隠
元
禅
師
へ
の
追

悼
法
要
並
び
に
東
日
本
大
震
災
物
故

者
、
台
風
十
二
号
豪
雨
水
害
物
故
者

の
慰
霊
法
要
が
行
わ
れ
ま
す
。

<

法
要>

1/19
・

1/26(

木)

午
前
10
時
30
分
～

（
期
間
中

二
回
の
み
）

12/31

坐
禅
と
除
夜
の
鐘
…
参
加
者
四
十
名

地
域
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
き

た
の
か
、
年
々
参
加
者
が
増
え
て
賑

や
か
に
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
昨
年
は
、
『
あ
か
り

の
わ
』
と
称
し
て
紙
灯
篭
な
ら
ぬ
メ
ッ

セ
ー
ジ
入
り
紙
袋
灯
篭
で
境
内
を
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

2/11

写
経
と
精
進
料
理
の
夕
べ

主
催:

大
阪
市
仏
教
青
年
会

四
天
王
寺
客
殿
を
利
用
し
て
の
写
経

会
で
す
。
参
加
費
三
千
円
。

3/23
…
山
門
会
（
春
の
お
彼
岸
法
要
）

3/31
…
写
経
会

15
時
～

参
加
費

千
円

（
別
紙
参
照
）

4/3
…
花
ま
つ
り
子
ど
も
大
会

13
時
～

会
場
…
ク
レ
オ
大
阪
中
央

(

主
催:
大
阪
市
仏
教
青
年
会)

4/8

花
ま
つ
り
甘
茶
接
待(

西
区
仏
教
会)

九
条
駅
前
で
の
花
ま
つ
り
甘
茶
の
振

る
舞
い
で
す
。

4/15
…

お
寺
ｄ
ｅ
ヨ
ガ

14
時
～

（
別
紙
参
照
）

春
の
お
彼
岸
法
要
時
に
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
様
へ
ご
協
力
の
お
願
い
。

た
だ
し
、
食
品
、
使
用
済
み
の
衣
類

な
ど
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

売
上
金
は
、
全
額
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
金
と
し
て
寄
付
い
た
し
ま
す
。
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墓地管理費のご納付をお願いします。墓参りの折、郵便振込みでも結構です。

九
条
か
ら
阪
神
三
宮
駅
・
近
鉄
奈
良
駅
ま
で
一
直
線
！

『
隠
元
禅
師
と
黄
檗
文
化
の
魅
力
展
』

～

難

波

高

島

屋

に

て

開

催

～

檀
信
徒
の
皆
さ
ま
へ

（３）

行

事

報

告

行

事

予

定

お知らせ

平成23年11月22日付

で総代（責任役員）の

木村仁志氏（大阪市）

が体調不良の為、辞任

されました。

長年物心両面において

当院を支えて下さいま

した。厚く御礼申し上

げます。

尚、『宗教法人九島院

規則』第6条により同日

付で中瀬古秀次郎氏

（豊中市）が補任され

ました。

募

集

永
代
供
養
墓

(

大
亀
地
蔵
尊)

☆

申
込
受
付
中

☆

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
不
要
な
モ
ノ

を
当
院
ま
で
お
預
け
下
さ
い
。

萬福寺開創350周年記念

『隠元禅師と

黄檗文化の魅力展』

2012年1/19(木)～30(月)
大阪髙島屋7階ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎｰﾙ

入場料＝一般800円

数に限りがございますが、

ご招待券あります。

詳細は、お寺まで



▼
昨
年
末
、
母
校
茨
木
市
立
東
中
学
校
の
還
暦
同
窓

会
に
出
席
し
ま
し
た
。
恩
師
の
先
生
方
も
ご
出
席
頂

き
ま
し
た
が
、
先
生
と
見
紛
う
同
窓
生
も
お
り
、
い

ず
れ
も
い
い
歳
の
重
ね
か
た
を
し
て
い
ま
し
た
。

▼
卒
業
後
四
十
五
年
、
鬼
籍
に
入
っ
た
幾
人
か
の
報

告
も
あ
り
、
開
会
に
先
立
っ
て
黙
祷
を
し
ま
し
た
。

▼
サ
ン
ケ
イ
新
聞
一
面
に
「
朝
の
詩
」
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
７
月
２
８
日
に
「
幸
せ
な

日
」
と
い
う
、
東
京
都
江
東
区
の
主
婦
の
詩
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
人
生
に
は
理
不
尽
な
こ
と
が
多
い
も
の
で
、
い
い

日
だ
っ
た
と
心
か
ら
思
え
る
日
は
、
本
当
に
少
な
い

も
の
で
す
。
被
災
者
の
方
々
も
同
じ
思
い
を
抱
か
れ

て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

▼
諦
め
て
い
た
耳
鳴
り
も
、
専
門
の
耳
鼻
科
で
処
方

さ
れ
た
漢
方
薬
の
お
か
げ
で
ま
し
に
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
度
は
右
手
の
シ
ビ
レ
に
困
っ
て
い
ま
す
。

頸
椎
ヘ
ル
ニ
ア
な
の
か
、
整
形
外
科
で
治
療
の
毎
日

で
す
。
少
し
は
よ
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
不
幸

は
連
れ
だ
っ
て
来
る
も
の
な
の
で
す
ネ
。

龍 灯 第 ６８ 号 平成２４年 ２月 １日

墓地管理費のご納付をお願いします。墓参りの折、郵便振込みでも結構です。

九
条
か
ら
阪
神
三
宮
駅
・
近
鉄
奈
良
駅
ま
で
一
直
線
！

●同感と共感●

世間を震撼させたオウム事件から１７年、特別手配され逃亡

していたオウム真理教元幹部、平田信容疑者が逮捕されまし

た。逃亡生活を支えた元信者の斉藤明美容疑者も出頭し逮捕

されました。

当初教団の指示で逃亡した二人ですが、長年の逃亡生活のな

かで「尊敬が愛情に代わっていった」と彼女は自供していま

す。内縁関係ですが、長い潜伏生活のなかで二人の絆はより

強まったようです。

東日本大震災以後、未婚女性の結婚願望が高まっているそう

です。リクルートが昨年１０月に発表したアンケート結果で

は、未婚女性の３６％が「震災前より結婚したいという気持

ちが高まった」、婚約中の女性の１２％は、震災をきっかけ

に結婚を決めた」と答えています。「子供をつくって家族を

守りたい」「夫婦や家族の絆の大切さを見直した」というの

が主な理由だそうです。そういえば、昨年末に発表された去

年の漢字も『絆』でした。

結婚しただけでは、結婚しているだけでは深まらないのが夫

婦の絆です。人それぞれ価値観は本来違うものです。恋愛中

は、自分にないものを持つ相手に魅かれたはずなのに、いつ

の間にか同じ価値観を相手に要求してしまいます。そのあげ

く、箸の上げ下げからトイレの使い方まで些細なことが我慢

できず、破綻につながり離婚ということになるのです。

永遠に続く愛などありません。それが仏教の「無常」の教え

であり、「空」の思想なのです。愛は冷めるものだから、常

に愛を温める努力が必要なのです。夫婦は所詮『他人同士の

共同生活』だと看破し、相手をあ

りのまま受け容れること、相手が

もう少しこうであったらなどと条

件をつけずに、ありのままに相手

を受け容れる。価値観の違う夫婦

が共感しあい、寛容にならないと

夫婦の絆など生まれないように思

います。

編
集
後
記

（４）

ご

案

内

山門会(春彼岸法要）

さ ん も ん え

３月２３日(金)

午後１時半より
※ご先祖供養です。宗旨に関係ありません。

ご回向お申込み下さい。

清興:アコーディオンライブ
プロ奏者 かんのとしこ さん

不
幸
は
連
れ
だ
っ
て
来
て

長
居
を
し
て
ゆ
く

幸
せ
は
一
人
で
来
て

い
つ
も
そ
っ
と
立
ち
去
る

人
生
、
い
い
日
だ
っ
た
と

心
か
ら
思
え
る
日
は

少
な
い

少
な
い
か
ら
こ
そ

濃
く
残
り

忘
れ
ら
れ
な
い

忘
れ
ら
れ
な
い


